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「よりよい吹上小学校に～連絡アプリの導入～」 

学校長 髙岡 佐知 

 寒さの中、早咲きの梅が咲き始めました。 

先日は「よりよい吹上小学校をつくるためのアンケート」にご回答をありがとうございまし

た。保護者の皆様のご意見をもとに、さらによりよい学校を目指していきたいと考えてます。

自由記述によるご意見については早速改善するように教員で共有いたしました。今年度はイ

ンターネットの遅延のため、オンライン授業が十分にできませんでしたが、１月末に工事が完

了し、昨年度同様スムーズに接続できるようになりました。さらに、特別教室や体育館でも使

用できる Wi-Fi ルータが配備されましたのでタブレットを使った

学習の幅を広げられる環境が整いました。 

さて、本校ではこれまで、欠席連絡を連絡帳や電話を用いてき

ましたが、これらに加えて連絡アプリ“tetoru（テトル）”を導入

することとしました。和歌山市内の小学校でも活用例があり、無

料ながら保護者の方の利便性も高いと考えています。“tetoru”を

活用することで、当日朝の欠席連絡ができるだけでなく、例えば

翌週月曜日の欠席や遅刻・早退について休日夜間にかかわらず事前にアプリで学校に連絡し

ておくことが出来ます。送信の際は、欠席理由だけでなく、オンライン授業希望の有無等も同

時に書き込めます。そして、ご連絡いただいたメッセージに担任からオンラインの時間割の連

絡を返信することも可能です。朝のお忙しい時間帯に担任と電話でやりとりするお手間を省

けるものと考えています。もちろんこれまで通り、お電話や連絡帳などでお知らせいただくこ

とも可能です。 

そして本アプリにはお手紙を学年や学級単位で提供できる機能があります。写真入りで作

成した学校だよりや学級だよりをスマートフォンでご覧いただくことができます。下校時刻

のお知らせは児童の安全上、ホームページには掲載していませんが、下校時刻が書かれたお便

りもご覧いただけるようにする予定です。２月中旬に「連絡アプリ tetoru ご利用登録の案内」

と、利用にあたっての詳細をお配りしますので、是非ご活用いただければと思います。 

なお、令和６年度の主な行事予定等を本校ホームページ「令和６年度 年間行事予定」に掲

載しています。学期初めの授業について、今年度とは変更していますのでご確認ください。 
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2 月の主な行事予定 

1 木 漢字の博士試験練習開始 

１６ 金 

ALT 来校 

３ 土 土曜チャレンジ「雪遊び」【中止】 ６年お別れ遠足 

2/3～2/4 県科学作品展（橋本市） （アドベンチャーワールド） 

６ 火 
５年 ICT 出前授業 さくら幼稚園学校見学 

３年市立博物館見学 
１７ 土 

土曜チャレンジ 

７ 水 
新堀子ども園学校見学 「生け花・将棋大会」（チャレンジ杯） 

委員会（４年生見学） 
１９ 月 

お話の会 

９ 金 
新入児保護者説明会 学校保健安全委員会 

スクールカウンセラー来校 ２０ 火 5・6 年チョコレート教室・1 年工作教室 

１０ 土 土曜チャレンジ「子どもテニス教室」 ２１ 水 漢字の博士試験 

2/10・11 県書初競書会中央作品展（古座川町） ２２ 木 西和中入学説明会 

１１ 日 建国記念の日 ２３ 金 天皇誕生日 

１２ 月 振替休日 

２６ 月 

授業参観・学級懇談会 

１３ 火 
1・2 年いのちの学習出前授業 学校運営委員会 

５年評価テスト（国算理） 校内図工作品展（体育館） 

１４ 水 クラブ （～27 日午前） 

１５ 木 登校指導・お話の会 3/2・3 市書初競書会中央展（城ホール） 

 

吹上小学校で毎年おこなわれている吹上郵便局が、今年もおこなわれ

ました。学級の友達だけでなく、学年の友達や他学年の友達、学校の先

生に感謝の気持ちの手紙を書いて送るものです。ハガキの準備は２学期

から始まり、６年生に表面の字を書いてもらいました。また、切手の絵を描

き、１枚１枚丁寧にハサミで切り、糊で貼り付けていきました。 

 ３学期になり、各学級に手作りハガキを渡しに行きました。書き終わった

ハガキは吉村学級前のポストに入れてもらい、消印を押してから各学級前

のポストに配達をします。手紙を書く時には、友達の顔を思い浮かべなが

ら、「なんて書こうかなぁ。絵もかいたらよろこぶかなあ。」と、ハガキを送る

相手が喜ぶ様子を想像しながら書く姿がとても印象的でした。 

  このように、吹上郵便局を通して『ありがとう』を伝える機会を今後も大

切にしていきたいです。 


